
≪実務経歴書の入力上の注意事項と入力イメージ≫

■実務経験をまとめて入力するときの注意事項■

実務経歴書は担当した物件・案件ごとに新しい順に（1）～（8）まで入力し、作成する必要があります。

原則※、（8）以外の入力欄にまとめて入力することは認められません。同一の勤務先において申請する実務が9

件以上ある場合は（1）～（7）の入力欄までは１件ずつ記載し、残りの物件を（8）の入力欄にまとめて記載し

てください。
※期間が1ヶ月に満たない実務を継続して実施した場合を除く。（⇒ガイドブックp.49）

【物件の所在地】

守秘義務等の都合で具体的に記

載できない場合でも、市区町村

名までは入力する。

【物件の名称等】

守秘義務等の都合で具体的に記載できな

い場合は、イニシャル等で入力する。

(１)の入力を全て完了させない

と、(２)は、展開できません。

【物件情報】

具体的な情報を入力する。

わからない場合は実務経験

として認められません。

【実務経験の対象となる業務の内容】

具体的な情報を入力する。

単語の羅列や「改修工事」「リフォーム工

事」等の業務内容が不明な表現は実務経験

として認められません。

申請する建築実務を担当した物件、案件ごと

に、（1）から新しい順に入力を進める。
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【実務を行った期間が重複する場合】

重複する期間はどちらか一方に計上される。

重複して入力しても自動で減ぜられます。

例：（6）と（7）で2021年1月～6月が重複

しているので、（7）では2021年7月～12月

の分しか計算されない。

2 / 3



（8）の入力欄に8件目以降の物件をまとめて入力する場合は、

「実務経験の対象となる業務の内容」欄に、

①経験期間

②業務内容

③期間内に担当した件数

④建築実務の割合(割合が100％以外の場合のみ)
を入力する。適切な入力が無い場合は、実務経験として認めら

れません。

（8）の入力欄に8件目以降の物件をまとめて入力する場合は、次のとおり。

・物件の所在地、工事種別、用途、構造：「―（ダッシュ）」

・階数、延べ面積：「1」

①
②

③

（8）の入力欄に8件目以降の物件を

まとめて入力する場合は、業務の内

容を簡潔に入力する。

（1）～（7）までに入力が無い場合は、8件目でまとめ書きできません

④

入力する期間に、認められていない実務経験が含まれ

ていないか注意する。期間中に認められていない実務

経験がある場合は、建築実務の割合を減らす。

例：平成20年12月～令和2年2月の「建築一式工事に該

当しない工事の施工管理」は実務経験として認められ

ていません。

（参考）実務経験要件について
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https://www.jaeic.or.jp/shiken/2k/docs-first-app.html#experience-only

